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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１無線基地局配下の第１セルにおいて通信中の移動局が、該第１セルからの下り信号
と第２無線基地局配下の第２セルからの下り信号との受信タイミング差を測定する工程Ａ
と、
　前記移動局が、前記第１無線基地局に対して、測定した前記受信タイミング差を報告す
る工程Ｂと、
　前記第１無線基地局が、前記受信タイミング差を受信し、前記第２無線基地局に対して
前記第２セルにおける下り信号の送信タイミングを「Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ（ＳＩ）ウィンド長×Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＳＩ）数＋サブフレ
ーム数」だけずらすように調整するように指示する調整指示を送信する工程Ｃとを有する
ことを特徴とする移動通信方法。
【請求項２】
　前記第２無線基地局が、前記調整指示に基づいて、前記第２セルにおける下り信号の送
信タイミングを調整する工程Ｄを更に有することを特徴とする請求項１に記載の移動通信
方法。
【請求項３】
　前記工程Ｄにおいて、前記第２無線基地局は、前記第２セルにおいて通信中の移動局が
存在していない状態において、前記第２セルにおける下り信号の送信タイミングを調整す
ることを特徴とする請求項２に記載の移動通信方法。
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【請求項４】
　前記工程Ｄにおいて、前記第２無線基地局は、所定時間ずつ、前記第２セルにおける下
り信号の送信タイミングを調整していくことを特徴とする請求項２に記載の移動通信方法
。
【請求項５】
　前記工程Ｂにおいて、前記移動局は、前記受信タイミング差を含む測定報告を送信する
ことを特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項６】
　前記工程Ｂにおいて、前記移動局は、前記第１セル及び前記第２セルにおける下り信号
の受信品質を含む測定報告を送信することを特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項７】
　前記第１無線基地局が、前記第２セルにおける下り信号の受信品質が所定閾値以上であ
る場合に、前記測定報告を報告するように前記移動局に対して指示する工程Ｅを更に有す
ることを特徴とする請求項５又は６に記載の移動通信方法。
【請求項８】
　第１無線基地局及び第２無線基地局が混在する移動通信システムにおいて該第２無線基
地局として機能する無線基地局であって、
　前記第１無線基地局から、前記第２無線基地局配下の第２セルにおける下り信号の送信
タイミングを調整するように指示する調整指示を受信するように構成されている調整指示
受信部と、
　受信した前記調整指示に基づいて、前記第２セルにおいて通信中の移動局が存在してい
ない状態において、該第２セルにおける下り信号の送信タイミングを「Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＳＩ）ウィンド長×Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（Ｓ
Ｉ）数＋サブフレーム数」だけずらすように調整するように構成されているタイミング調
整部とを具備することを特徴とする無線基地局。
【請求項９】
　第１無線基地局及び第２無線基地局が混在する移動通信システムにおいて該第２無線基
地局として機能する無線基地局であって、
　前記第１無線基地局から、前記第２無線基地局配下の第２セルにおける下り信号の送信
タイミングを調整するように指示する調整指示を受信するように構成されている調整指示
受信部と、
　受信した前記調整指示に基づいて、所定時間ずつ、前記第２セルにおける下り信号の送
信タイミングを「Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＳＩ）ウィンド長×Ｓｙｓｔ
ｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＳＩ）数＋サブフレーム数」だけずらすように調整して
いくように構成されているタイミング調整部とを具備することを特徴とする無線基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信方法及び無線基地局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図７に示すように、マクロ無線基地局ＭＢＳ（Ｍａｃｒｏ　Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ
、「ｅＮｏｄｅＢ」や「ｅＮＢ」とも呼ばれる）と、フェムト無線基地局ＦＢＳ（Ｆｅｍ
ｔｏ　Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ、「ＨｅＮＢ」や「ＨＮＢ」とも呼ばれる）とが混在す
る移動通信システムの運用が検討されている。
【０００３】
　ここで、マクロ無線基地局ＭＢＳと通信を行う移動局を「マクロ移動局ＭＵＥ（Ｍａｃ
ｒｏ　Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）」と呼び、フェムト無線基地局ＦＢＳと通信を行
う移動局を「フェムト移動局ＦＵＥ（Ｆｅｍｔｏ　Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）」と
呼ぶ。
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【０００４】
　また、フェムト無線基地局ＦＢＳ配下のセルは、「ＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃ
ｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）セル」と呼ばれてもよい。ＣＳＧセルでは、ＣＳＧに属する特
定の移動局にのみ接続が許容される。例えば、家族毎にＣＳＧが設定され、家族のみが家
庭に設置したＣＳＧセルに接続可能となる、といった具合である。ＣＳＧセルでは、接続
許可される移動局がＣＳＧメンバーに限定されるため、ＣＳＧセルへのアクセス権のない
移動局がＣＳＧセルの近傍に居て、他のセル、例えば、マクロ無線基地局ＭＢＳ配下のセ
ルに接続して通信を行っている場合が容易に想定される。
【０００５】
　このように、フェムト無線基地局ＦＢＳ及びマクロ無線基地局ＭＢＳが混在する環境下
では、フェムト無線基地局ＦＢＳの勢力圏内にマクロ移動局ＭＵＥが存在する場合がある
。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３００　ｖ８.７.０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述の移動通信システムにおいて、マクロ無線基地局ＭＢＳ及びフェム
ト無線基地局ＦＢＳが同一の周波数帯域において運用された場合には、著しい品質劣化や
容量低下を招く可能性があるという問題点があった。
【０００８】
　特に、マクロ移動局ＭＵＥが、フェムト無線基地局ＦＢＳの近傍に存在する場合、マク
ロ移動局ＭＵＥとフェムト無線基地局ＦＢＳとの干渉が問題となる。
【０００９】
　特に、マクロ移動局ＭＵＥが、フェムト無線基地局ＦＢＳ配下のＣＳＧセルへのアクセ
ス権がなく、フェムト無線基地局ＦＢＳの直近で通知を行おうとする場合、マクロ移動局
ＭＵＥとフェムト無線基地局ＦＢＳとの干渉が深刻な問題となる。
【００１０】
　図７の例では、同じマクロ無線基地局ＭＢＳに接続するマクロ移動局ＭＵＥ１及びＭＵ
Ｅ２であっても、マクロ移動局ＭＵＥ２とフェムト無線基地局ＦＢＳとの間の干渉は両者
の距離が遠いため大きな問題とならないが、マクロ移動局ＭＵＥ１とフェムト無線基地局
ＦＢＳとの間の干渉は両者の距離が近いため大きな問題となる。
【００１１】
　例えば、マクロ移動局ＭＵＥ１が、上り信号を送信する際に、フェムト移動局ＦＵＥが
、同時に同じ無線リソースを使って上り信号を送信すると、フェムト無線基地局ＦＢＳが
、マクロ移動局ＭＵＥ１からの干渉を受け、フェムト移動局ＦＵＥからの上り信号を正し
く受信できない可能性がある。
【００１２】
　同様に、マクロ移動局ＭＵＥ１が、マクロ無線基地局ＭＢＳからの下り信号を受信する
際に、フェムト無線基地局ＦＢＳ、同時に同じ無線リソースを使ってフェムト移動局ＦＵ
Ｅに下り信号を送信すると、マクロ移動局ＭＵＥ１が、マクロ無線基地局ＭＢＳからの下
り信号を正しく受信できない可能性がある。
【００１３】
　このような状況において、マクロ移動局ＭＵＥ１とフェムト無線基地局ＦＢＳとの間の
干渉を低減させる制御が検討されているが、マクロ無線基地局ＭＢＳとフェムト無線基地
局ＦＢＳとの間で下りリンクの同期が取れていない場合には、かかる制御は不可能である
。
【００１４】
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　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、マクロ無線基地局ＭＢＳ
（第１無線基地局）とフェムト無線基地局ＦＢＳ（第２無線基地局）との間で下りリンク
の同期を取ることができる移動通信方法及び無線基地局を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の第１の特徴は、移動通信方法であって、第１無線基地局配下の第１セルにおい
て通信中の移動局が、該第１セルからの下り信号と第２無線基地局配下の第２セルからの
下り信号との受信タイミング差を測定する工程Ａと、前記移動局が、前記第１無線基地局
に対して、測定した前記受信タイミング差を報告する工程Ｂと、前記第１無線基地局が、
前記受信タイミング差に基づいて、前記第２無線基地局に対して前記第２セルにおける下
り信号の送信タイミングを調整するように指示する調整指示を送信する工程Ｃとを有する
ことを要旨とする。
【００１６】
　本発明の第２の特徴は、第１無線基地局及び第２無線基地局が混在する移動通信システ
ムにおいて該第１無線基地局として機能する無線基地局であって、配下の第１セルにおい
て通信中の移動局から、該第１セルからの下り信号と前記第２無線基地局配下の第２セル
からの下り信号との受信タイミング差を取得するように構成されている受信タイミング差
取得部と、前記受信タイミング差に基づいて、前記第２無線基地局に対して前記第２セル
における下り信号の送信タイミングを調整するように指示する調整指示を送信するように
構成されている調整指示送信部とを具備することを要旨とする。
【００１７】
　本発明の第３の特徴は、第１無線基地局及び第２無線基地局が混在する移動通信システ
ムにおいて該第２無線基地局として機能する無線基地局であって、前記第１無線基地局か
ら、配下の第２セルにおける下り信号の送信タイミングを調整するように指示する調整指
示を受信するように構成されている調整指示受信部と、受信した前記調整指示に基づいて
、前記第２セルで通信中の移動局が存在していない状態において、該第２セルにおける下
り信号の送信タイミングを調整するように構成されているタイミング調整部とを具備する
ことを要旨とする。
【００１８】
　本発明の第４の特徴は、第１無線基地局及び第２無線基地局が混在する移動通信システ
ムにおいて該第２無線基地局として機能する無線基地局であって、前記第１無線基地局か
ら、配下の第２セルにおける下り信号の送信タイミングを調整するように指示する調整指
示を受信するように構成されている調整指示受信部と、受信した前記調整指示に基づいて
、所定時間以内の時間ずつ、前記第２セルにおける下り信号の送信タイミングを調整して
いくように構成されているタイミング調整部とを具備することを要旨とする。
【発明の効果】
【００１９】
　以上説明したように、本発明によれば、マクロ無線基地局ＭＢＳ（第１無線基地局）と
フェムト無線基地局ＦＢＳ（第２無線基地局）との間で下りリンクの同期を取ることがで
きる移動通信方法及び無線基地局を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係るマクロ無線基地局の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係るマクロ無線基地局及びフェムト無線基地局によっ
て送信される報知情報の一例について説明するための図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係るフェムト無線基地局の機能ブロック図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係るフェムト無線基地局によって調整される報知情報
の送信タイミングの一例について説明するための図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すシーケンス図であ
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る。
【図７】従来の移動通信システムの問題点を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの構成）
　図１乃至図５を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの構成につ
いて説明する。
【００２２】
　図１に示すように、本実施形態に係る移動通信システムは、マクロ無線基地局ＭＢＳ１
乃至ＭＢＳ３（第１無線基地局）と、フェムト無線基地局ＦＢＳ１乃至ＦＢＳ３（第１無
線基地局）と、フェムト無線基地局ＦＢＳ１乃至ＦＢＳ３を集約するゲートウェイ装置Ｈ
ＧＷ（Ｈｏｍｅ　ｅＮＢ　Ｇａｔｅｗａｙ）と、マクロ無線基地局ＭＢＳ１乃至ＭＢＳ３
を集約し、ゲートウェイ装置ＨＧＷに接続されている交換局ＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　
Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）とを具備している。
【００２３】
　フェムト無線基地局ＦＢＳ１乃至ＦＢＳ３とゲートウェイ装置ＨＧＷとがＳ１インター
フェイスで接続されており、ゲートウェイ装置ＨＧＷと交換局ＭＭＥとがＳ１インターフ
ェイスで接続されており、マクロ無線基地局ＭＢＳ１乃至ＭＢＳ３と交換局ＭＭＥとがＳ
１インターフェイスで接続されており、マクロ無線基地局ＭＢＳ１乃至ＭＢＳ３同士がＸ
２インターフェイスで接続されている。
【００２４】
　ここで、フェムト無線基地局ＦＢＳ１乃至ＦＢＳ３同士がＸ２インターフェイスで接続
されていてもよい。また、ゲートウェイ装置ＨＧＷを介することなく、フェムト無線基地
局ＦＢＳ１乃至ＦＢＳ３と交換局ＭＭＥとがＳ１インターフェイスで接続されていてもよ
い。
【００２５】
　以下、図２を参照して、マクロ無線基地局ＭＢＳ１乃至ＭＢＳ３の構成について説明す
る。ここで、マクロ無線基地局ＭＢＳ１乃至ＭＢＳ３の構成は、基本的に同一であるため
、以下、これらを代表して、マクロ無線基地局ＭＢＳとして説明する。
【００２６】
　図２に示すように、マクロ無線基地局ＭＢＳは、受信タイミング差取得部２１と、調整
指示送信部２２とを具備している。
【００２７】
　受信タイミング差取得部２１は、マクロ無線基地局ＭＢＳ配下のマクロセル（第１セル
）において通信中のマクロ移動局ＭＵＥから、かかるマクロセルからの下り信号とフェム
ト無線基地局ＦＢＳ配下のフェムトセル（第２セル）からの下り信号との受信タイミング
差を取得するように構成されている。
【００２８】
　具体的には、受信タイミング差取得部２１は、かかるマクロ移動局ＭＵＥから受信した
測定報告（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ）に含まれている受信タイミング差を
取得するように構成されていてもよい。
【００２９】
　例えば、マクロ移動局ＭＵＥは、上述のマクロセル及びフェムトセルにおいて送信され
ている報知情報を構成するＭＩＢ（Ｍａｓｔｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ
）を受信し、かかるＭＩＢに含まれているＳＦＮ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂ
ｅｒ）を取得する。
【００３０】
　そして、マクロ移動局ＭＵＥは、上述のマクロセルからのＭＩＢに含まれているＳＦＮ
及び上述のフェムトセルからのＭＩＢに含まれているＳＦＮを参照して、上述の受信タイ
ミング差を算出するように構成されていてもよい。
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【００３１】
　なお、かかる受信タイミング差は、時間によって規定されていてもよいし、サブフレー
ム数によって規定されていてもよい。
【００３２】
　また、マクロ移動局ＭＵＥは、上述のマクロセル及びフェムトセルにおいて送信されて
いる参照信号（ＲＳ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）を参照して、上述の受信タイ
ミング差を算出するように構成されていてもよい。
【００３３】
　また、マクロ移動局ＭＵＥは、上述のマクロセル及びフェムトセルにおいて送信されて
いる参照信号（ＲＳ）の受信品質を同時にマクロ無線基地局ＭＢＳに対して報告するよう
に構成されていてもよい。かかる受信品質は、ＲＳＲＰ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎ
ａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）やＲＳＲＰ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ
　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）やＳＩＲなどであってもよい。例えば、以下のよ
うなフォーマットの測定報告（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ）が送信されても
よい。
【００３４】
・　サービングセルＲＳＲＰ
・　サービングセルＲＳＲＱ
・　フェムト無線基地局１　識別子
・　フェムト無線基地局１　ＲＳＲＰ
・　フェムト無線基地局１　受信タイミング差
・　フェムト無線基地局２　識別子
・　フェムト無線基地局２　ＲＳＲＰ
・　フェムト無線基地局２　受信タイミング差
・・・
　ここで、サービングセルとは、マクロ移動局ＭＵＥが通信中のマクロ無線基地局ＭＢＳ
配下のセルのことである。
【００３５】
　また、マクロ無線基地局ＭＢＳは、上述のマクロ移動局ＭＵＥによって送信された測定
報告の受信品質に基づき、マクロ移動局ＭＵＥから同時に報告された受信タイミング差の
信憑性を判断するように構成されていてもよい。
【００３６】
　すなわち、マクロ無線基地局ＭＢＳは、マクロ移動局ＭＵＥから報告されたマクロ無線
基地局ＭＢＳ配下のマクロセルにおける下り信号の受信品質及びフェムト移動局ＦＢＳ配
下のフェムトセルにおける下り信号の受信品質の両方が所定閾値以上である場合に、報告
された受信タイミング差が精度良く測定された結果であると判断してもよい。
【００３７】
　そして、受信タイミング差取得部２１は、これら精度良く測定されたと判断された結果
のみに基づき、受信タイミング差を取得するように構成されていてもよい。また、かかる
受信タイミング差は、マクロ移動局ＭＵＥからの複数の測定報告の平均値に基づいて取得
されてもよい。
【００３８】
　また、マクロ無線基地局ＭＢＳは、フェムト無線基地局ＦＢＳ配下のフェムトセルにお
ける下り信号の受信品質（例えば、ＲＳＲＰ）が所定閾値以上である場合にのみ、上述の
測定報告を送信するように、マクロ移動局ＭＵＥを制御してもよい。
【００３９】
　また、マクロ無線基地局ＭＢＳは、上述のマクロ移動局ＭＵＥから報告されたフェムト
無線基地局ＦＢＳ配下のフェムトセルにおける下り信号の受信品質（例えば、ＲＳＲＰ）
を、タイミング差調整コマンドと同時に、フェムト無線基地局ＦＢＳに対して送信するよ
うに構成されていてもよい。また、かかる受信品質は、マクロ移動局ＭＵＥからの複数の



(7) JP 5314434 B2 2013.10.16

10

20

30

40

50

測定報告の平均値に基づいて設定されてもよい。
【００４０】
　図３に、マクロ無線基地局ＭＢＳ及びフェムト無線基地局ＦＢＳによって送信される報
知情報の一例を示す。
【００４１】
　図３の例では、かかる報知情報には、上述したＭＩＢの他、８０ｍｓ周期で送信される
ＳＩＢ１（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ　１）や、ＳＩ-１（Ｓ
ｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ-１）～ＳＩ-４が含まれている。ＳＩ-１～ＳＩ-４
は、それぞれＳＩ-１ウィンドウ～ＳＩ-４ウィンドウ内で送信されるように構成されてい
る。
【００４２】
　調整指示送信部２２は、受信タイミング差取得部２１によって取得された受信タイミン
グ差に基づいて、フェムト無線基地局ＦＢＳに対して当該マクロセルにおける下り信号の
送信タイミングを調整するように指示する調整指示を送信するように構成されている。
【００４３】
　ここで、調整指示には、フェムト無線基地局ＦＢＳによる上述の調整に用いられる情報
（例えば、時間やサブフレーム数等）が含まれている。
【００４４】
　以下、図４を参照して、フェムト無線基地局ＦＢＳ１乃至ＦＢＳ３の構成について説明
する。ここで、フェムト無線基地局ＦＢＳ１乃至ＦＢＳ３の構成は、基本的に同一である
ため、以下、これらを代表して、フェムト無線基地局ＦＢＳとして説明する。
【００４５】
　フェムト無線基地局ＦＢＳは、調整指示受信部１１と、タイミング調整部１２と、コネ
クション管理部１３とを具備している。
【００４６】
　調整指示受信部１１は、マクロ無線基地局ＭＢＳから、フェムト無線基地局ＦＢＳ配下
のフェムトセルにおける下り信号の送信タイミングを調整するように指示する調整指示を
受信するように構成されている。
【００４７】
　コネクション管理部１３は、当該フェムトセルにおいて通信中のフェムト移動局ＦＵＥ
との間で確立されているコネクションを管理するように構成されている。
【００４８】
　タイミング調整部１２は、受信した調整指示に基づいて、すなわち、受信した調整指示
に含まれる情報（例えば、時間やサブフレーム数等）を用いて、当該フェムトセルにおけ
る下り信号の送信タイミングを調整するように構成されている。
【００４９】
　具体的には、タイミング調整部１２は、受信した調整指示に基づいて、当該フェムトセ
ルにおいて通信中のフェムト移動局ＦＵＥが存在していない状態において、当該フェムト
セルにおける下り信号の送信タイミングを調整するように構成されていてもよい。
【００５０】
　ここで、タイミング調整部１２は、コネクション管理部１３を参照して、当該フェムト
セルにおいて通信中のフェムト移動局ＦＵＥが存在しているか否かについて判断するよう
に構成されている。
【００５１】
　また、タイミング調整部１２は、受信した調整指示に基づいて、所定時間ずつ、当該フ
ェムトセルにおける下り信号の送信タイミングを調整していくように構成されていてもよ
い。
【００５２】
　ここで、タイミング調整部１２は、当該フェムトセルにおいて通信中のフェムト移動局
ＦＵＥが存在しているか否かに関係なく、所定時間ずつ、当該フェムトセルにおける下り
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信号の送信タイミングを調整していくように構成されていてもよい。
【００５３】
　なお、所定時間は、「Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ」によって規定されている時間より
も短い時間であり、時間そのものであってもよいし、サブフレーム数であってもよい。こ
こで、かかる所定時間は、上述の調整指示に含まれていてもよい。
【００５４】
　このように、かかる送信タイミングを所定時間内で少しずつ調整することは、当該フェ
ムト移動局ＦＵＥの下り同期を維持するために有益となる。すなわち、タイミング調整部
１２は、当該フェムトセル移動局ＦＵＥが下り同期を継続的に維持できる範囲で、少しず
つ当該フェムトセルの送信タイミングを調整していく。
【００５５】
　例えば、タイミング調整部１２は、図５に示すように、当該フェムトセルにおける下り
リンクの「ＳＦＮ＝０」及び「サブフレーム番号＝０」のサブフレームの位置を、上述の
マクロセルにおける下りリンクの「ＳＦＮ＝０」及び「サブフレーム番号＝０」のサブフ
レームの位置から、「ＳＩウィンドウ長」×「ＳＩ数」＋「ｎ（受信した調整指示に含ま
れるサブフレーム数）」だけずらすように調整してもよい。
【００５６】
　ここで、ＳＩ-１ウィンドウ長～ＳＩ-１ウィンドウ長は、同一の長さ（ＳＩウィンドウ
長）である。また、「ＳＩウィンドウ長」及び「ＳＩ数」は、ＳＩＢ１内に含まれている
。
【００５７】
　また、タイミング調整部１２は、周期的に、当該フェムトセルにおける下り信号の送信
タイミングを調整してもよいし、フェムト無線基地局ＦＢＳの起動時に、当該フェムトセ
ルにおける下り信号の送信タイミングを調整してもよいし、調整指示を受信するたびに、
当該フェムトセルにおける下り信号の送信タイミングを調整してもよい。
【００５８】
　なお、フェムト無線基地局ＦＢＳは、タイミング調整部１２が上述の調整を行っている
期間中は、当該フェムトセルにおいて下り信号を送信しないように構成されていてもよい
。
【００５９】
　また、タイミング調整部１２は、複数のマクロ無線基地局ＭＢＳから当該フェムトセル
における下り信号の送信タイミングを調整するコマンドを受信した場合に、かかるコマン
ドと一緒にマクロ無線基地局ＭＢＳから通知された当該フェムトセルにおける下り信号の
受信品質（例えば、ＲＳＲＰ）に基づいて、かかる送信タイミングを調整してもよい。
【００６０】
　すなわち、例えば、タイミング調整部１２は、当該フェムトセルにおける下り信号の受
信品質として最も高い品質が報告されたマクロ無線基地局ＭＢＳからのコマンドに従って
、かかる送信タイミングを調整してもよい。
【００６１】
　或いは、タイミング調整部１２は、複数のマクロ無線基地局ＭＢＳからのコマンドの平
均値に基づいて、かかる送信タイミングを調整してもよい。
【００６２】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作）
　図６を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作について説明
する。
【００６３】
　図６に示すように、マクロ無線基地局ＭＢＳ配下のマクロセルにおいて通信中のマクロ
移動局ＭＵＥは、ステップＳ１０００において、かかるマクロセルにおいて送信されてい
る下り信号（例えば、ＲＳやＭＩＢやＳＩＢ１等）を受信し、ステップＳ１００１におい
て、フェムト無線基地局ＦＢＳ配下のフェムトセルにおいて送信されている下り信号（例
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えば、ＲＳやＭＩＢやＳＩＢ１等）を受信する。
【００６４】
　ステップＳ１００２において、マクロ移動局ＭＵＥは、マクロ無線基地局ＭＢＳ配下の
マクロセルにおいて送信されている下り信号及びフェムト無線基地局ＦＢＳ配下のフェム
トセルにおいて送信されている下り信号の受信タイミング差（例えば、時間又はサブフレ
ーム数等）を算出し、算出した受信タイミング差を含む測定報告をマクロ無線基地局ＭＢ
Ｓに送信する。
【００６５】
　ここで、マクロ移動局ＭＵＥは、かかる受信タイミング差を算出する度に、測定報告を
送信してもよいし、通常の測定報告の送信タイミングで、かかる受信タイミング差を含む
測定報告を送信してもよい。
【００６６】
　ステップＳ１００３及びＳ１００４において、マクロ無線基地局ＭＢＳは、受信した測
定報告から上述の受信タイミング差を取得し、取得した受信タイミング差に基づいて生成
した調製指示を、ゲートウェイ装置ＨＧＷを介して、フェムト無線基地局ＦＢＳに送信す
る。
【００６７】
　ステップＳ１００５において、フェムト無線基地局ＦＢＳは、受信した調整指示に基づ
いて、すなわち、受信した調整指示に含まれる情報（例えば、時間やサブフレーム数等）
を用いて、当該フェムトセルにおける下り信号の送信タイミングを調整する。
【００６８】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの作用・効果）
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、フェムト無線基地局ＦＢＳ
が、マクロ無線基地局ＭＢＳから取得した調整指示に含まれる情報に基づいて、下り信号
の送信タイミング（すなわち、下りリンクのサブフレームの位置）を調整することができ
るので、マクロ無線基地局ＭＢＳ（第１無線基地局）とフェムト無線基地局ＦＢＳ（第２
無線基地局）との間で下りリンクの同期を取ることができる。
【００６９】
　また、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、フェムト無線基地局
ＦＢＳが、当該フェムトセルにおける下りリンクの「ＳＦＮ＝０」及び「サブフレーム番
号＝０」のサブフレームの位置を、「ＳＩウィンドウ長」×「ＳＩ数」＋「ｎ」だけ、上
述のマクロセルにおける下りリンクの「ＳＦＮ＝０」及び「サブフレーム番号＝０」のサ
ブフレームの位置からずらすように調整することによって、当該マクロセルと当該フェム
トセルとの間で、下りリンクのＳＩウィンドウ同士が重なる確率を減らすことができ、Ｓ
Ｉの相互干渉を回避し易くすることができる。
【００７０】
　また、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、フェムト無線基地局
ＦＢＳが、上述の「ｎ」を調整して、当該マクロセルと当該フェムトセルとの間で、ＭＩ
Ｂの送信タイミング同士が重ならないように、「ＳＦＮ＝０」及び「サブフレーム番号＝
０」のサブフレームの位置をずらすことで、ＭＩＢの相互干渉を回避し易くすることがで
きる。
【００７１】
　一方、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、当該マクロセルと当
該フェムトセルとの間で、各サブフレームの先頭位置を揃えることで、すなわち、サブフ
レーム単位で同期を取ることで、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓ
ｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）やＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）やＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈ
ａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）やＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）等の無線リソースの割り当て制御が容易になる。
【００７２】
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　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【００７３】
　本実施形態の第１の特徴は、移動通信方法であって、マクロ無線基地局ＭＢＳ（第１無
線基地局）と通信中のマクロ移動局ＭＵＥが、マクロ無線基地局ＭＢＳ配下のマクロセル
（第１セル）からの下り信号とフェムト無線基地局ＦＢＳ（第２無線基地局）配下のフェ
ムトセル（第２セル）からの下り信号との受信タイミング差を測定する工程Ａと、マクロ
移動局ＭＵＥが、マクロ無線基地局ＭＢＳに対して、測定した受信タイミング差を報告す
る工程Ｂと、マクロ無線基地局ＭＢＳが、受信タイミング差に基づいて、フェムト無線基
地局ＦＢＳに対して当該フェムトセルにおける下り信号の送信タイミングを調整するよう
に指示する調整指示を送信する工程Ｃとを有することを要旨とする。
【００７４】
　本実施形態の第１の特徴において、フェムト無線基地局ＦＢＳが、調整指示に基づいて
、当該フェムトセルにおける下り信号の送信タイミングを調整する工程Ｄを更に有しても
よい。
【００７５】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｄにおいて、フェムト無線基地局ＦＢＳは、第
２セルで通信中のフェムト移動局ＦＵＥが存在していない状態において、当該フェムトセ
ルにおける下り信号の送信タイミングを調整してもよい。
【００７６】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｄにおいて、フェムト無線基地局ＦＢＳは、所
定時間ずつ、当該フェムトセルにおける下り信号の送信タイミングを調整していってもよ
い。
【００７７】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｂにおいて、マクロ移動局ＭＵＥは、受信タイ
ミング差を含む測定報告を送信してもよい。
【００７８】
　本実施形態の第１の特徴において、前記工程Ｂにおいて、マクロ移動局ＭＵＥは、当該
マクロセル及び当該フェムトセルにおける下り信号の受信品質（例えば、ＲＳＲＰ又はＲ
ＳＲＱ）を含む測定報告を送信してもよい。
【００７９】
　本実施形態の第１の特徴において、マクロ無線基地局ＭＢＳが、当該フェムトセルにお
ける下り信号の受信品質（例えば、ＲＳＲＰ又はＲＳＲＱ）が所定閾値以上である場合に
、測定報告を報告するようにマクロ移動局ＭＵＥに対して指示する工程Ｅを更に有しても
よい。
【００８０】
　本実施形態の第２の特徴は、マクロ無線基地局ＭＢＳ及びフェムト無線基地局ＦＢＳが
混在する移動通信システムにおいてマクロ無線基地局ＭＢＳとして機能する無線基地局で
あって、マクロ無線基地局ＭＢＳ配下のマクロセルにおいて通信中のマクロ移動局ＭＵＥ
から、当該マクロセルからの下り信号とフェムト無線基地局ＦＢＳ配下のフェムトセルか
らの下り信号との受信タイミング差を取得するように構成されている受信タイミング差取
得部２１と、受信タイミング差に基づいて、フェムト無線基地局ＦＢＳに対して当該フェ
ムトセルにおける下り信号の送信タイミングを調整するように指示する調整指示を送信す
るように構成されている調整指示送信部２２とを具備することを要旨とする。
【００８１】
　本実施形態の第２の特徴において、受信タイミング差取得部２１は、当該マクロセルに
おいて通信中のマクロ移動局ＭＵＥから受信した測定報告に含まれている受信タイミング
差を取得するように構成されていてもよい。
【００８２】
　本実施形態の第３の特徴は、マクロ無線基地局ＭＢＳ及びフェムト無線基地局ＦＢＳが
混在する移動通信システムにおいてフェムト無線基地局ＦＢＳとして機能する無線基地局
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であって、マクロ無線基地局ＭＢＳから、フェムト無線基地局ＦＢＳ配下のフェムトセル
における下り信号の送信タイミングを調整するように指示する調整指示を受信するように
構成されている調整指示受信部１１と、受信した調整指示に基づいて、当該フェムトセル
において通信中のフェムト移動局ＦＵＥが存在していない状態において、当該フェムトセ
ルにおける下り信号の送信タイミングを調整するように構成されているタイミング調整部
１２とを具備することを要旨とする。
【００８３】
　本実施形態の第４の特徴は、マクロ無線基地局ＭＢＳ及びフェムト無線基地局ＦＢＳが
混在する移動通信システムにおいてフェムト無線基地局ＦＢＳとして機能する無線基地局
であって、マクロ無線基地局ＭＢＳから、フェムト無線基地局ＦＢＳ配下のフェムトセル
における下り信号の送信タイミングを調整するように指示する調整指示を受信するように
構成されている調整指示受信部１１と、受信した調整指示に基づいて、所定時間ずつ、当
該フェムトセルにおける下り信号の送信タイミングを調整していくように構成されている
タイミング調整部１２とを具備することを要旨とする。
【００８４】
　なお、上述のマクロ無線基地局ＭＢＳやフェムト無線基地局ＦＢＳやマクロ移動局ＭＵ
Ｅやフェムト移動局ＦＵＥや交換局ＭＭＥやゲートウェイ装置ＨＧＷの動作は、ハードウ
ェアによって実施されてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュー
ルによって実施されてもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【００８５】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００８６】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、マクロ無線基地局ＭＢＳやフェムト無線基地局ＦＢＳやマクロ移動局ＭＵ
Ｅやフェムト移動局ＦＵＥや交換局ＭＭＥやゲートウェイ装置ＨＧＷ内に設けられていて
もよい。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして
マクロ無線基地局ＭＢＳやフェムト無線基地局ＦＢＳやマクロ移動局ＭＵＥやフェムト移
動局ＦＵＥや交換局ＭＭＥやゲートウェイ装置ＨＧＷ内に設けられていてもよい。
【００８７】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００８８】
ＭＢＳ…マクロ無線基地局
ＭＵＥ…マクロ移動局
ＦＢＳ…フェムト無線基地局
ＦＵＥ…フェムト移動局
ＭＭＥ…交換局
ＨＧＷ…ゲートウェイ装置
１１…調整指示受信部
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１２…タイミング調整部
１３…コネクション管理部
２１…受信タイミング差取得部
２２…調整指示送信部

【図１】

【図２】

【図３】



(13) JP 5314434 B2 2013.10.16

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】



(14) JP 5314434 B2 2013.10.16

10

フロントページの続き

(72)発明者  岩村　幹生
            東京都千代田区永田町二丁目１１番１号　株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ内

    審査官  久松　和之

(56)参考文献  特開２００１－１８６５５９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００１－５１７８９２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１８２６５７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平９－２６１７３０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平８－２０５２３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００７－５２９９１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－５３６２７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４　　－　　　７／２６　　　　
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００　　－　　９９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

